
516 地上気温月平均平年値の永年変化例
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第4図 平年値が下降後上昇に転じた例．
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第5図 平年値の下降が続いている例．

ウラジオストック8月．
ダーウィン6月．

　約100年間にわたる地上気温月平均平年値（30年平均

値）の特徴ある永年変化の5例を報告したが，30年平均

で10Cの変化は小さくはない．

　一部を見て全部を推しはかるわけにはゆかないが，調

べた12地点の12ヵ月の変化からは地球の寒冷化とか温暖

化とかを暗示するような系統立った変化は見られなかっ

た．

　顕著な特徴はr東京とシドニーの寒候期の昇温」（第

1図）及び「ウラジオストックの暖候期とダーウィンの

寒候期の降温」（第5図）である．

　特に，ダーウィンでは6月（第5図）ばかりではな

く，年間の12ヵ月を通じて，このように月平均気温の平

年値が下降の一途を示していることは注目に価する変化

であろう（各月の図は省略）．
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